
小
松　食

の

歳
時
記

　

小
松
市
の
里
山
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
ま
つ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
議
会
は
、
里
山

で
採
れ
る
山
菜
を
東
京
青
山
で
定
期
開
催
さ
れ
る

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
す
る
試
み
を
始

め
た
。
初
回
の
販
売
で
は
、
タ
ラ
の
芽
や
乾
燥
ゼ
ン

マ
イ
、
ウ
ド
な
ど
が
人
気
で
あ
っ
た
。
今
後
は
首
都

圏
で
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が
ら
、
小
松
の
山
菜
を
含

め
た
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
と
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

青山ファーマーズマーケットの詳細は
ホームページを参照ください。
http://farmersmarkets.jp/
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初
夏
の
彩
り
、

カ
タ
ハ
の
煮
物

小
松
の
里
山
の
恵
み
が

東
京
・
青
山
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

　

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、小
松
の
里
山
で
は
様
々

な
山
菜
が
採
れ
る
。
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
コ
ゴ

ミ
、
タ
ラ
の
芽
等
々
。
カ
タ
ハ
は
タ
ラ
の
芽
な
ど

が
終
わ
る
頃
、
里
山
の
湿
気
が
多
い
場
所
で
採
れ

る
。
片
方
に
葉
が
付
く
と
こ
ろ
か
ら
カ
タ
ハ
と
呼

ば
れ
る
が
、
富
山
県
で
は
ヨ
シ
ナ
、
全
国
的
に
は

ミ
ズ
や
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
と
呼
ば
れ
る
。
茹
で
る
と

鮮
や
か
な
緑
に
な
り
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感

で
ク
セ
も
な
い
。
油
揚
げ
や
ニ
シ
ン
と
煮
て
食
べ

た
り
、
汁
物
の
具
に
し
た
り
、
炒
め
も
の
に
し
て

も
美
味
し
い
、
里
山
の
万
能
食
材
で
あ
る
。

里
山
自
然
学
校
こ
ま
つ
滝
ヶ
原
に
て

第
四
回
環
境
王
国
こ
ま
つ
山
菜
検
定
を
実
施

表紙写真 / 小松市波佐谷町付近の大麦畑

　

小
松
市
で
は
里
山
地
域
の
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）か
ら
、
東
京
家

政
大
学
の
中
村
信
也
教
授
監
修
の
も
と
、
環
境
王
国
こ

ま
つ
山
菜
検
定
を
実
施
し
て
い
る
。
四
回
目
と
な
る
今

年
は
、
中
級
試
験
に
合
格
し
た
二
十
名
が
上
級
試
験
に

挑
戦
し
た
。
今
年
が
初
め
て
の
実
施
と
な
る
上
級
試
験

は
、
山
菜
の
写
真
を
見
て
名
前
を
答
え
る
筆
記
試
験
に

加
え
、
料
理
に
使
わ
れ
て
い
る
山
菜
を
食
べ
て
当
て
る

実
食
試
験
が
行
わ
れ
た
。
試
験
用
の
山
菜
料
理
は
、
東

京
で
薬
膳
料
理
の
講
師
と
し
て
活
躍
す
る
篠
崎
比
呂
さ

ん
が
考
案
し
た
も
の
で
、
地
元
の
お
母
さ
ん
方
に
よ
り

調
理
さ
れ
た
。
上
級
試
験
に
合
格
す
る
と
山
菜
達
人
と

い
う
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。
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か
ら
お
よ
そ
千
七
百
万
年

前
頃
、
急
激
な
地
殻
変
動

に
よ
り
日
本
海
側
で
は
火
山
活
動

が
活
発
と
な
り
、
火
山
灰
と
火
山

礫れ
き

が
堆
積
し
た
日
本
海
グ
リ
ー
ン

タ
フ
（
緑
り
ょ
く
し
ょ
く
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

色
凝
灰
岩
）地
帯
が
形
成

さ
れ
る
。
火
山
活
動
に
よ
る
熱
水

は
銅
な
ど
の
鉱こ
う
し
ょ
う床
を
形
成
し
、
ま

た
瑪
瑙
や
水
晶
、
碧
玉
、
そ
し
て

今 　

考
古
学
界
が
注
目
す
る

小
松
の
碧へ

き
ぎ
ょ
く玉や
管く

だ
た
ま玉
、
小

松
城
の
見
事
な
天
守
台

石
垣
、
世
界
的
な
建
設
機

械
メ
ー
カ
ー
・
コ
マ
ツ
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
遊
泉
寺
銅

山
や
尾
小
屋
鉱
山
、
数
々

の
名
建
築
に
使
わ
れ
た
日

華
石
︵
観か

な
が
そ
い
し

音
下
石
︶
な
ど

な
ど
。

　

小
松
の
石
の
文
化
は
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
二

千
年
以
上
も
の
永
き
に
渡

り
、
多
様
で
豊
か
で
あ
る
。

九
谷
焼
に
欠
か
せ
な
い
花
坂
陶
石

な
ど
の
様
々
な
鉱
物
を
生
み
出
し
た
。

　

日
本
海
側
に
広
が
る
グ
リ
ー
ン

タ
フ
地
帯
だ
が
、
良
質
の
碧
玉
を

採
取
で
き
る
の
は
小
松
の
那
谷
・

菩
提
・
滝
ヶ
原
地
区
を
含
め
、
国

内
で
は
四
カ
所
に
限
ら
れ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
西
日
本
各
地
で
多

く
の
産
地
不
明
の
碧
玉
石
材
が
出

土
し
て
い
た
。
そ
れ
が
近
年
、
科

学
分
析
の
結
果
、
謎
の
碧
玉
石
材

の
産
地
が
小
松
の
那
谷
・
菩
提
・

滝
ヶ
原
産
だ
と
い
う
可
能
性
が
高

ま
っ
た
。

　

良
質
で
豊
か
な
碧
玉
原
産
地
を

背
後
に
し
、
玉
つ
く
り
で
日
本
最

高
の
技
術
を
誇
っ
た
小
松
の
八
日

市
地
方
遺
跡
は
、
日
本
海
を
経
路

と
し
た
碧
玉
製
品
・
碧
玉
原
石
流

通
で
も
日
本
の
最
重
要
拠
点
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

サイエンスヒルズこまつ
MAP [ 15ページ① ]
小松市 こまつの杜 2
TEL.0761-22-8610

八日市地方遺跡出土の碧玉
製品は、サイエンスヒルズ
こまつで見学できる。

流
りゅうもんがん

紋 岩

瑪
めのう

瑙

紫
むらさきすいしょう

水 晶（アメジスト）

瑪瑙

碧
へきぎょく

玉

古
代
か
ら
続
く
、

小
松
の
石
の
物
語

時
の
流
れ
の
中
で
、

多
く
の
人
々
を
魅
了
し
た

小
松
の
石
は
、

小
松
ブ
ラ
ン
ド
の
原
点
だ
っ
た
。

多くの管玉や玉つくり工程品を含む八日市
地方遺跡の出土品、1020点は国の重要文化
財に指定されている。写真の勾玉の材料で
ある翡翠は、現在の新潟県糸魚川から八日
市地方遺跡に運ばれて加工された。小松で
加工された管玉や勾玉は、日本海を海路で
九州の王へと運ばれた。

直径 2ミリの円柱の碧玉に石の
針で直径 1ミリの孔

あな
を開けると

いう小松の弥生人のスゴワザ。

火
山
活
動
が
生
み
出
し
た

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

小
松
の
石
と
、
日
本
海
に

運
ば
れ
た
碧
玉
石
材

　

那谷・菩提・滝ヶ原地区では現在でも碧
玉などの鉱石を見つけることができる。

小松市の那谷・菩提・滝ヶ原で
産出する様々な鉱石

瑪瑙の原石と八日市地方遺
跡出土の瑪瑙製垂

すいしょく

飾。

不定期で開催されるミネラルウオッチングは、小松市産の様々な鉱石の採取
や標本作りなどが体験できると毎回人気。

文
時
代
の
初
め
、
小
松
産

の
流
紋
岩
で
矢
じ
り
な
ど

の
石
器
を
作
っ
て
い
た
小
松
の
縄

文
人
は
、
や
が
て
弥
生
時
代
に
な

る
と
、
北
部
九
州
か
ら
の「
緑
」の

玉
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
碧
玉

の
管
玉
や
翡ひ
す
い翠

の
勾ま
が
た
ま玉

な
ど
を
作

る
よ
う
に
な
る
。
小
松
ブ
ラ
ン
ド

の
原
点
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。　

　
「
緑
」は
自
然
と
生
命
の
象
徴
で

あ
り
、
安
ら
ぎ
や
癒
や
し
を
感
じ

る
の
は
現
代
人
も
同
様
。「
緑
」で

し
か
も
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
玉
を

身
に
つ
け
る
と
い
う
の
は
、
権
威

の
象
徴
で
あ
る
と
同
時
に
、
不
変

の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
悪
霊

が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
護

符
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

J
R
小
松
駅
の
東
に
広
が
る
弥

生
時
代
中
期
の
八
日
市
地
方
遺
跡

か
ら
、
六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
碧

玉
が
出
土
し
た
。
そ
の
中
に
は
直

径
二
ミ
リ
の
碧
玉
の
円
柱
に
直
径

一
ミ
リ
の
孔
を
開
け
た
精
巧
な
管

玉
が
い
く
つ
も
見
つ
か
っ
た
。
硬

縄 驚
愕
の
加
工
技
術
！

古
代
の
小
松
人
が
作
っ
た

﹁
緑
﹂の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

い
石
を
割
り
、
丸
く
滑
ら
か
に
研

磨
し
、
そ
こ
に
な
ん
と
極
細
の
石

の
針
で
孔あ
な

を
開
け
る
。
驚
嘆
す
べ

き
高
度
な
技
術
で
あ
る
。
こ
の
小

松
の
碧
玉
加
工
技
術
は
当
時
、
日

本
の
最
先
端
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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尾小屋鉱山資料館
MAP [ 15ページ② ]
小松市尾小屋町カ 1-1
TEL.0761-67-1122

大王への献上品として作られた、菩提・滝ヶ原産の碧玉製の腕飾り。奈良県磯城郡川西町島の山古
墳出土の腕輪形石製品（写真提供：奈良県立橿原考古学研究所）

遊泉寺鉱山跡　小松市鵜川町地内

小松市滝ヶ原町（見学ガイドをご希望の方は、里山自然学校こま
つ滝ヶ原　TEL.0761-65-2436まで）

滝ヶ原石の石切り場（石材荒谷商店）　

小松城天守台石垣。この石垣の上には風流な二重三階の数寄屋造りの
櫓
やぐら

があった。小松市丸内町（芦城公園近く、小松高校グランド横）

　

紀
元
前
五
十
年
頃
、
八
日
市

地
方
遺
跡
が
突
然
活
動
を
停

止
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
碧へ
き
ぎ
ょ
く玉
の

管く
だ
た
ま玉
や
石
材
の
供
給
を
受
け
て

い
た
西
日
本
は
大
混
乱
に
陥
り
、

新
た
な
原
石
探
し
が
行
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
金
山
と
し
て
開

発
さ
れ
た
尾
小
屋
鉱
山
は
、
明

治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）に

加
賀
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
横
山

　

滝
ヶ
原
石
の
歴
史
は
古
く
、
小

松
城
や
金
沢
城
の
石
垣
、
福
井

県
丸
岡
市
の
丸
岡
城
の
石
垣
の

外
階
段
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い

る
他
、
基
礎
石
や
鳥
居
、
灯
籠
、

墓
石
な
ど
様
々
な
用
途
に
使
用

さ
れ
、
近
畿
地
方
や
北
海
道
方
面

に
も
運
ば
れ
た
。
ま
た
、
滝
ヶ
原

に
は
明
治
後
期
か
ら
滝
ヶ
原
石

で
造
ら
れ
た
ア
ー
チ
型
の
石
橋

（
市
指
定
文
化
財
）が
五
つ
残
っ

て
い
る
。
昔
、
洪
水
が
起
き
る

度
に
木
製
の
橋
が
流
さ
れ
た
た

め
、
住
民
が
町
の
石
工
に
京
都
で

ア
ー
チ
型
橋
の
技
術
を
学
ん
で

　

古
墳
時
代
の
後
期
、
ヤ
マ
ト

王
権
が
律
令
制
の
国
へ
と
移
行

す
る
過
程
で
碧
玉
製
品
の
需
要

が
消
失
し
、
小
松
の
玉
つ
く
り

は
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の

後
も
中
世
、
近
世
へ
と
小
松
の

グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
帯
か
ら
産
出

さ
れ
る
様
々
な
鉱
石
・
石
材
は

石
塔
や
石
仏
、
建
物
の
基
礎
な

ど
に
用
い
ら
れ
続
け
る
。

　

近
世
の
小
松
の
石
文
化
で
最

も
注
目
す
べ
き
は
小
松
城
の
石

垣
で
あ
ろ
う
。

　

加
賀
藩
第
二
代
藩
主
・
前
田

利
常
公
の
隠
居
城
と
し
て
築
城

さ
れ
た
小
松
城
は
、
桃
山
文
化

小
松
ブ
ラ
ン
ド
の

終
し
ゅ
う
え
ん
焉
と
復
活

維
新
後
の
金
沢
の

経
済
と
文
化
を
支
え
た

二
つ
の
鉱
山

滝
ヶ
原
石
と
貴
重
な

滝
ヶ
原
ア
ー
チ
石
橋
群

城
マ
ニ
ア
で
な
く
て
も

ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
、

小
松
城
天
守
台
の
石
垣

の
伝
承
に
力
を
尽
く
し
た
利
常

が
心
血
を
注
い
だ
名
城
で
あ
っ

た
。
こ
の
天
守
台
石
垣
は
、
築

城
技
術
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時

期
に
築
か
れ
た
だ
け
に
、
切
り

込
み
ハ
ギ
と
呼
ば
れ
る
当
時
の

最
新
工
法
に
よ
り
精
巧
に
積
ま

れ
て
お
り
、
洗
練
さ
れ
て
い
て

非
常
に
美
し
い
。
石
垣
に
は
金

沢
の
戸と
む
ろ
い
し

室
石
の
他
、
小
松
産

の
鵜う
が
わ川
石
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、

異
な
る
色
合
い
の
石
が
美
し
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
風
の
意
匠
を
作

り
出
し
て
い
る
。

家
が
経
営
に
加
わ
り
、
銅
鉱
石

の
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
隆
盛
期
を
迎
え
た
。

一
時
は
銅
の
生
産
量
日
本
一
を

誇
り
、「
北
陸
の
鉱
山
王
」と
呼

ば
れ
た
横
山
家
の
財
力
は
、
小

松
だ
け
で
な
く
、
明
治
維
新
後
、

急
速
に
衰
え
た
金
沢
の
経
済
を

も
支
え
、
加
賀
百
万
石
の
伝
統

文
化
の
継
承
に
寄
与
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
鉱
山
、
遊
泉
寺

銅
山
も
江
戸
時
代
に
開
鉱
さ
れ

て
い
た
が
、
本
格
的
に
開
発
し

た
の
は
、
の
ち
に
小
松
製
作

所
（
現
コ
マ
ツ
）を
起
こ
す
竹

内
明
太
郎
。
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
年
）の
こ
と
だ
っ

た
。
竹
内
は
吉
田
茂
元
首
相
の

実
兄
で
、
最
盛
期
の
大
正
初
期

に
は
従
業
員
千
六
百
人
、
家
族

を
含
め
五
千
人
が
住
む
鉱
山
町

を
作
り
上
げ
た
。
銅
山
自
体
は

経
済
環
境
の
変
化
で
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
年
）に
閉
山
と
な
っ

た
が
、
竹
内
が
銅
山
の
付
属
施

設
と
し
て
設
立
し
た
鉱
山
機
械

製
造
の
小
松
鉄
工
所
は
、
大
正

十
年
（
一
九
二
一
年
）に
小
松
製

作
所
と
な
り
、
現
在
の
コ
マ
ツ

へ
と
続
い
て
い
る
。

き
て
も
ら
っ
て
作
っ
た
も
の
だ

と
言
う
。
国
内
で
一
つ
の
地
域
で

こ
れ
だ
け
ま
と
め
て
石
橋
が
架

け
ら
れ
た
の
は
九
州
地
方
以
外

で
は
こ
こ
滝
ヶ
原
だ
け
で
あ
る
。

鉄
製
工
具
が
普
及
す
る
と
そ
れ
ま

で
加
工
が
困
難
だ
っ
た
出
雲
産
の

硬
質
の
碧
玉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
小
松
ブ
ラ
ン
ド
に
変
わ

る
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
の
登
場
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
、

新
た
な
価
値
観
が
生
ま
れ
、
碧
玉

で
作
ら
れ
た
腕
輪
な
ど
の
宝
飾
品

が
ヤ
マ
ト
王
権
の
大
王
や
各
地
の

王
を
魅
了
す
る
よ
う
に
な
る
。
す

る
と
出
雲
産
の
碧
玉
と
比
べ
て
彫

刻
装
飾
が
容
易
で
あ
っ
た
小
松
産

の
碧
玉
が
再
び
注
目
さ
れ
、
ヤ
マ

ト
王
権
か
ら
多
く
の
碧
玉
製
腕
輪

が
加
賀
地
域
に
発
注
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
小
松
産
碧
玉
に
よ
る
製

品
は
再
び
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
返
り
咲
い
た
。
小
松
ブ
ラ
ン
ド

の
復
活
で
あ
っ
た
。
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小
松
と
西
宮
、
二
つ
の
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

使
わ
れ
た
銘
石
・
日に
っ
か
せ
き

華
石
（
観か

な

が

そ

い

し

音
下
石
）

た
め
息
が
出
る
ほ
ど
美
し
い
、

甲
子
園
ホ
テ
ル
と
日
華
石

　

か
つ
て
の
鉱
山
、
尾
小
屋
か

ら
四
キ
ロ
ほ
ど
手
前
の
町
、
観

音
下
で
石
の
切
り
出
し
が
始

ま
っ
た
の
は
大
正
時
代
の
初
め
。

　

当
初
は
近
隣
の
家
屋
の
土
台

石
や
農
家
の
倉
庫
に
使
わ
れ
て

い
た
の
が
、
尾
小
屋
鉱
山
の
鉱

山
鉄
道
と
し
て
開
通
し
た
尾
小

屋
鉄
道
に
よ
り
運
搬
が
容
易
と

　

西
の
帝
国
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ

た
甲
子
園
ホ
テ
ル
（
現
・
武
庫

川
女
子
大
学 

甲
子
園
会
館
、
国

の
近
代
化
産
業
遺
産
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
）。

　

設
計
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
を
設

計
し
た
近
代
建
築
の
巨
匠
、
フ

ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の

弟
子
の
遠
藤
新
。

　
『
甲
子
園
ホ
テ
ル
物
語
―
西
の

帝
国
ホ
テ
ル
と
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

な
り
、
関
西
や
関
東
に
も
出
荷

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
温

も
り
の
あ
る
黄
色
い
色
合
い
と
、

二
度
の
小
松
の
大
火
で
も
石
が

割
れ
ず
に
残
っ
た
こ
と
、
湿
気

に
強
く
カ
ビ
が
繁
殖
し
に
く
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
国
会
議
事
堂

な
ど
多
く
の
建
築
物
の
他
、
奈

良
県
の
高
松
塚
古
墳
な
ど
の
遺小松市観音下町の日華石（観音下石）の石切り場。

夕日に映える日華石の石蔵。小松市内では
あちこちに日華石の石塀や蔵が点在する。

武庫川女子大学 甲子園会館（旧・甲子園ホテル）
兵庫県西宮市戸崎町 1-13　
見学申し込みは　武庫川女子大学 甲子園会館　庶務課まで。　
TEL.0798-67-0290 （要予約）

国指定登録有形文化財の東酒造の石蔵。 東酒造　小松市野田町丁35　TEL.0761-22-2301

１階ロビー南側の庇を支える波模様の日華石の列柱。

幾何学文様の日華石のレリーフ。

イ
ド
・
ラ
イ
ト
』（
三
宅
正
弘
著
・

東
方
出
版
）に
よ
る
と
、
ラ
イ
ト

が
帝
国
ホ
テ
ル
に
使
っ
た
の
は

寒
色
系
の
青
白
い
大
谷
石
だ
っ

た
が
、
実
は
彼
が
本
当
に
使
い

た
か
っ
た
石
は
、
赤
く
て
暖
か

い
色
の
石
だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ

の
石
と
は
、
小
松
市
の
菩
提
で
採

れ
た
蜂
の
巣
石（
地
元
で
は
菩
提

石
と
呼
ぶ
）。
帝
国
ホ
テ
ル
設
計

時
、
東
京
に
は
国
会
議
事
堂
の

建
設
の
た
め
の
石
の
選
定
目
的

で
日
本
全
国
の
石
の
サ
ン
プ
ル

が
集
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
標

本
室
を
訪
れ
た
ラ
イ
ト
は
、
小

松
の
蜂
の
巣
石
を
気
に
入
っ
た

ら
し
い
。
た
だ
し
、
蜂
の
巣
石

は
産
出
量
に
限
り
が
あ
り
、
産

出
量
の
心
配
が
な
い
大
谷
石
に

決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
後
、
ラ
イ
ト
の
愛
弟
子
、

遠
藤
新
が
甲
子
園
ホ
テ
ル
に
選

ん
だ
石
は
、
師
匠
の
ラ
イ
ト
が

使
い
た
か
っ
た
小
松
の
蜂
の
巣

石
と
産
地
が
同
じ
、
小
松
の
日

華
石
で
あ
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

温
も
り
の
あ
る
黄
色
、
大
谷
石

よ
り
湿
気
に
強
く
、
丈
夫
で
か

つ
細
工
が
し
易
い
日
華
石
の
特

徴
が
、
遠
藤
を
惹
き
つ
け
た
の

だ
ろ
う
。

　

 

現
在
、
武
庫
川
女
子
大
学
の

甲
子
園
会
館
と
な
っ
て
い
て
宿

泊
は
で
き
な
い
が
、
見
学
は
可

能
。
建
築
フ
ァ
ン
で
な
く
て
も
、

至
福
の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
。

跡
の
復
元
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

小
松
市
内
で
は
今
も
あ
ち
こ

ち
で
蔵
や
石
塀
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
ぜ
ひ
見
て
欲
し
い

の
が
、
国
の
登
録
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
東
酒
造
の

酒
蔵
。
蔵
の
低
い
部
分
は
江
戸

切
り
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
て
趣

と
同
時
に
重
厚
感
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。
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ダ
シ
に
あ
る
。
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
年
）の
小
松
市
制
七
十

周
年
を
機
に
、
小
松
う
ど
ん
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め

に「
小
松
う
ど
ん
つ
る
つ
る
創
研
」

が
誕
生
し
、「
小
松
う
ど
ん
定
義
八

か
条
」を
定
め
、
現
在
は
七
十
店
を

越
え
る
店
が
小
松
う
ど
ん
の
定
義

を
元
に
、
各
店
舗
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
味
を
提
供
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
う
ど
ん
の
原
料
と
な
る

小
麦
。
現
在
の
国
内

産
小
麦
の
総
生
産

量
は
約
九
十
万
ト

ン
。
国
内
需
要
の
約

一
五
％
で
し
か
な
い
。

小
松
市
は
大
麦
の
生

産
量
は
県
内
一
位

で
、
約
千
ト
ン
を
収

穫
す
る
が
、
長
ら
く

小
麦
の
栽
培
は
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
小

麦
の
刈
り
取
り
時

期
が
梅
雨
と
重
な

り
、
雨
で
品
質
が
落

ち
る
小
麦
の
特
性
が

敬
遠
さ
れ
て
い
た
た

め
だ
が
、
J
A
小

松
市
で
は
、
地
産
地

消
の
流
れ
に
対
応
す

る
た
め
平
成
二
十
一

　

作
家
、
五
木
寛ひ
ろ
ゆ
き之
氏
は
金
沢
に

住
ん
で
い
た
頃
、
よ
く
「
加か
と
ち
ょ
う

登
長
」

の
う
ど
ん
を
食
べ
た
そ
う
で
あ
る
。

五
木
氏
の
著
書
、『
五
木
寛
之
全

紀
行
～
金
沢
は
い
ま
も
雪
か
～
』

に
は
、

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
五
木
氏
が
称
賛
し
て
い

る
加
登
長
の
ル
ー
ツ
が
小
松
に
あ

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）、

鉄
道
が
開
通
す
る
直
前
、
小
松
駅

前
の
角
に
加
登
長
と
い
う
屋
号
の

う
ど
ん
店
が
開
店
し
た
。
店
を
開

い
た
の
は
、
初
代
小
松
市
長
・
和

田
伝
四
郎
氏
の
叔
父
・
和
田
長
平

氏
だ
っ
た
。
こ
の
加
登
長
が
、
現

在
金
沢
に
二
十
数
店
舗
あ
る
加
登

長
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
年
）に
、
三
津
野
菊

松
氏
が
現
在
の
西
町
に「
中
佐
」を

開
き
、
店
舗
が
増
え
、
や
が
て
こ

れ
ら
の
店
で
修
業
を
積
ん
だ
人
た

ち
が「
中
音
」、「
中
石
」、「
中
定
」、

「
中
芳
」な
ど
の
屋
号
で
独
立
し
、

小
松
う
ど
ん
の
名
声
が
高
ま
っ
た
。

　

金
沢
の
う
ど
ん
は
、
関
西

の
よ
う
に
殊
に
コ
ク
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、
関
東
の

よ
う
に
濃
い
味
で
も
な
い
。

ち
ょ
う
ど
中
間
の
、
や
や
た

よ
り
な
い
味
な
の
だ
が
、
そ

こ
が
持
ち
味
で
は
あ
る
ま
い

か
。
関
東
の
う
ど
ん
は
ぶ
つ

ぶ
つ
切
れ
る
、
し
ょ
う
ゆ
味

の
真
っ
黒
な
つ
ゆ
。
讃
岐
は

噛
み
き
れ
な
い
ほ
ど
の
強
い

コ
シ
。
そ
こ
へ
い
く
と
金
沢

は
、
ほ
ど
よ
い
固
さ
に
う
ま

味
の
あ
る
つ
ゆ
。
私
は
断
然

『
加
賀
う
ど
ん
』に
一
票
を
投

じ
ま
す
。

　

小
松
う
ど
ん
の
歴
史
は
、
加
登

長
が
開
店
し
た
明
治
よ
り
さ
ら
に

古
く
、
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。

　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
年
）、

『
奥
の
細
道
』
の
旅
の
途
中
、
小

松
の
俳
人
・
塵じ
ん
せ
い生
が
乾
う
ど
ん

二
箱
を
届
け
た
の
に
対
し
、
芭

蕉
が「
殊
に
珍
敷（
め
ず
ら
し
き
）

乾
う
ど
ん
」
を
あ
り
が
と
う
と

書
い
た
返
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
元
禄
七
年
（
一
六
九
四

年
）
の
『
小
松
旧
記
』
で
は
、
小

松
町
奉
行
か
ら
加
賀
藩
の
台
所
奉

松
尾
芭ば
し
ょ
う蕉
も
食
し
た

小
松
う
ど
ん

小
松
う
ど
ん
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
、

小
松
市
産
の

小
麦
の
復
活

※小松うどんに関するお問い合わせ
小松うどんつるつる創研事務局
TEL.0761-24-8200  http://www.komatsu-udon.com/

収穫間近の小麦畑（小松市矢崎町）

小松うどんの乾麺
は、お土産品とし
ても人気。道の駅
こまつ木場潟、小
松空港内の空の駅
こまつ、ぶっさん
や（こまつ芸術劇
場うらら内）などで
購入できる。

建聖寺に伝わる木製の芭蕉坐像
（市指定文化財）

小松うどんは子どもたちにも大人気。　
小松うどん道場 つるっと MAP [ 15ページ③ ]
小松市土居原町 13-18　TEL.0761-23-2217　

小松と言えば、
小松うどん！

市民が愛する
ソウルフード、 小松うどん。

五木寛之氏が称賛する名店の
ルーツは小松にあった。行

に
あ
て
た
返
書
『
干ほ
し
う
ど
ん

饂
飩
の
こ
と
』

の
中
に
、
細
か
い
注
文
と
、
製
造
者

と
し
て
小
松
の
八
日
市
町
の
亀
屋
徳

右
衛
門
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
加

賀
藩
に
納
め
ら
れ
た
小
松
の
う
ど
ん

は
、
加
賀
名
物
と
し
て
将
軍
や
各
大

名
に
贈
ら
れ
た
そ
う
だ
。

年
（
二
〇
〇
九
年
）に
二
十
七
年

ぶ
り
に
小
麦
の
栽
培
を
再
開
し
た
。

現
在
、
石
川
県
内
で
大
規
模
に
小

麦
栽
培
を
し
て
い
る
の
は
小
松
市

の
み
で
、
小
島
町
、
大
島
町
、
矢

崎
町
、
長
崎
町
、
佐
美
町
、
月
津

町
の
六
町
で
栽
培
さ
れ
、
収
穫
さ

れ
た
約
百
ト
ン
の
小
麦
は
乾
燥
調

製
さ
れ
た
後
、
製
粉
さ
れ
、
小
松

う
ど
ん
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
松
う
ど
ん
は

店
の
努
力
、
J
A
小
松
市
や
農
家

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
市
民
だ

け
で
な
く
、
小
松
を
訪
れ
る
観
光

客
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
皆
さ
ま
に
も

愛
さ
れ
る
地
域
グ
ル
メ
と
し
て
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

小
松
う
ど
ん
の
特
徴
は
、
細
め

で
程
良
い
コ
シ
が
あ
る
麺
と
、
霊

峰
白
山
の
伏
流
水
を
用
い
、
魚

の
節
を
使
っ
た
あ
っ
さ
り
味
の



2015 春・夏 vol.7 1011 2015 春・夏 vol.7

　

梅
雨
入
り
間
近
の
五
月
下
旬
、

初
夏
の
気
持
ち
の
良
い
日
曜
日
に

植
樹
祭
メ
モ
リ
ア
ル
ラ
イ
ン
を
歩
く
。

　

全
長
は
十
二
キ
ロ
。
五
月
と
は

言
え
季
節
は
初
夏
。
熱
中
症
対
策

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
バ
ッ
グ
に
入

れ
て
出
発
。

　

コ
ー
ス
の
起
点
は
、
木
場
潟
公

園
中
央
園
地
。
日
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
小
松
市
民

が
ゆ
っ
く
り
と
散
歩
し
た
り
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
し
た
り
し
て
い
る
。

　

木
場
潟
の
湖
面
で
は
、
カ
ヌ
ー

競
技
の
練
習
を
し
て
い
る
光
景
が
。

拡
声
器
で
何
や
ら
選
手
に
指
示
を

し
て
い
る
声
が
湖
面
を
渡
っ
て
聞

こ
え
る
。
木
場
潟
は
カ
ヌ
ー
競
技

　

今
年
の
五
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
六
十
六
回
全
国
植
樹
祭
い
し
か
わ
二
〇
一
五
の
開
催
を

記
念
し
て
、
植
樹
祭
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
木
場
潟
と
、
記
念
植
樹
会
場
の
憩
い
の
森
、
そ
し
て
絆

の
森
を
結
ぶ
全
長
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、「
植
樹
祭
メ
モ
リ
ア
ル
ラ
イ
ン
」

が
設
定
さ
れ
た
。
小
松
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
と
小
松
市
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
協
会
の
協
力
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、
適
度
な
起
伏
が
あ
り
、
木
場
潟
や
白
山
の
景
観
、
小
松
の
市
街
地
や
日

本
海
も
一
望
で
き
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

初
夏
の「
植
樹
祭
メ
モ
リ
ア
ル
ラ
イ
ン
」を
歩
く

の
開
催
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
コ
ー
ス
は
蓮

代
寺
か
ら
千
木
野
に
か
け
て
の
田

園
地
帯
と
住
宅
地
を
通
り
抜
け
、

憩
い
の
森
へ
と
入
る
。

自
然
豊
か
な

小
松
市
民
の
憩
い
の
場

　

憩
い
の
森
は
、
様
々
な
樹
木
、

草
花
で
あ
ふ
れ
、
多
く
の
野
鳥
や

昆
虫
が
生
息
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
も
最
適
な
森
。
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花

を
眺
め
な
が
ら
し
ば
ら
く
歩
き
、

少
し
ル
ー
ト
か
ら
離
れ
て
吉
竹
堤

に
架
か
る「
か
が
み
橋
」を
渡
る
。

　
「
か
が
み
橋
」を
渡
る
と
国
指
定

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の「
白
山
ろ

く
西
谷
の
民
家
」が
見
え
て
く
る
。

こ
の
古
民
家
は
、
白
山
市
鳥
越
村

渡
津
の
中
村
家
住
宅
を
移
築
し
復

原
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
末
期

に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
推
定
さ

れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

屋
根
は
寄よ
せ
む
ね棟
造
り
の
芽か
や
ぶ
き茸
で
、

積
雪
を
考
え
て
急
勾
配
。
積
ま
れ

た
薪
が
な
ん
だ
か
と
て
も
美
し
い
。

木
場
潟
公
園
中
央
園
地

か
ら
ス
タ
ー
ト
！

植樹祭メモリアルラインの起点となる木場潟の中央園地。憩いの森の吉竹堤。青空と木々の緑が湖面をグリーンに染めている。

四季折々、様々な草花を愉しむことができる。 吉竹堤に架かる「かがみ橋」

▲  この緑の標識がコースの目印。

桜の名所としても知られる木場潟。春
にはおよそ 1,300本の桜並木が続く 。
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こ
の
周
囲
は
、
山
野
草
の
自
生

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
て
、
春

に
は
カ
タ
ク
リ
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
、
雪
割
草
な
ど
の
可
憐
な

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

憩
い
の
森
を
抜
け
て
、
絆
の
森

へ
と
入
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
少
し
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
続
く
が
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
で
歩
き

や
す
く
、
森
の
木
々
が
日
差
し
を

遮
っ
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど

暑
さ
は
感
じ
な
い
。

　

最
後
の
坂
を
登
り
切
り
、
十
分

ほ
ど
歩
く
と
、
県
内
有
数
の
タ
ケ

ノ
コ
の
産
地
、
東
山
の
竹
林
へ
。

　

笹
の
葉
が
風
に
な
び
く
、
さ
ら

さ
ら
と
い
う
音
が
耳
に
心
地
良
い
。

　

竹
林
を
通
り
抜
け
、
し
ば
ら
く

進
ん
で
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
歩
道
を

春先には雪割草などの山野草も咲き乱れる。

歩
き
、
蓮
代
寺
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
近
く
ま
で
来
る
と
、
小
松
の
市

街
地
が
見
渡
せ
る
ポ
イ
ン
ト
に
到

着
。
標
高
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い

が
、
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
小
松

空
港
の
辺
り
ま
で
見
通
せ
る
。
こ

の
近
く
に
は
、
加
賀
の
一
向
一
揆

が
初
め
て
行
動
を
起
こ
し
た
蓮
台

寺
城
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
素
晴
ら

し
い
眺
め
が
楽
し
め
る
。

　

さ
て
、
時
間
は
お
昼
過
ぎ
。
お

腹
も
空
い
て
き
た
の
で
、
道
の
駅

こ
ま
つ
木
場
潟
で
昼
食
。
道
の
駅

の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
平
日
、
休
日
関

係
な
く
、
い
つ
来
て
も
人
気
。
選

ん
だ
の
は
、
料
理
の
鉄
人
、
道
場

六
三
郎
さ
ん
直
伝
の「
六
さ
ん
健
康

お
む
す
び
定
食
」。
減
農
薬
・
減
化

学
肥
料
栽
培
の
小
松
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ
る「
蛍
米
」

を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
は
、
煎
っ
た

米
ぬ
か
、
ゴ
マ
、
さ
ん
し
ょ
う
な

ど
が
ま
ぶ
さ
れ
た
焼
き
お
に
ぎ
り

と
、
海
苔
が
巻
か
れ
た
梅
干
し
入

り
お
に
ぎ
り
。
こ
れ
に
地
元
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
と
サ
ラ
ダ
、
和

え
物
、
豆
腐
が
つ
い
て
、
お
値
段

な
ん
と
五
百
円
！
安
く
て
美
味
し

く
て
ヘ
ル
シ
ー
！

　

デ
ザ
ー
ト
に
、
季
節
限
定
の
小

松
市
産
い
ち
ご
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
て
、
出
発
。
コ
ー
ス
終

タケノコの名産地、東山の竹林を通り抜ける。

こまつもんゴールドにも認定されている、
道場六三郎さん直伝の「六さん健康おむすび定食」

緑の少年団の子どもたちとともにお手植えとお手播
ま

きをされる両陛下。

※植樹祭メモリアルラインのパンフレ
ットは、「小松市役所（環境王国こまつ
推進本部）」「憩いの森」「木場潟公園」
「道の駅こまつ木場潟」などで無料配布
されています。また、下記ホームペー
ジからもご覧いただけます。
http://www.city.komatsu.lg.jp/10238.htm

少しアップダウンが続く絆の森。蓮台寺城跡からの眺めは格別。

点
の
木
場
潟
の
中
央
園
地
ま
で
は

も
う
少
し
。

　

全
長
十
二
キ
ロ
の
コ
ー
ス
が

ち
ょ
っ
と
長
い
か
な
と
い
う
方
や
、

小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
方
は
、
無
理

に
全
コ
ー
ス
を
歩
か
な
く
て
も
、
道

の
駅
か
ら
木
場
潟
ま
で
だ
っ
た
り
、

憩
い
の
森
、
絆
の
森
の
み
歩
く
だ
け

で
も
十
分
に
楽
し
め
る
。
天
気
の
良

い
日
は
、
家
族
や
友
人
、
恋
人
同
士

で
歩
い
て
み
る
と
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
の
で
オ
ス
ス
メ
。

　
今
年
の
五
月
十
七
日
、
小
松
市
木
場
潟
公
園

に
お
い
て「
木
を
活
か
し 

未
来
に
届
け
る
　
ふ

る
さ
と
の
森
」を
大
会
テ
ー
マ
に
、
第
六
十
六

回
全
国
植
樹
祭
い
し
か
わ
二
〇
一
五
が
開
催

さ
れ
た
。
式
典
に
ご
臨
席
さ
れ
た
天
皇
皇
后

両
陛
下
は
、
日
用
ス
ギ
な
ど
の
お
手
植
え
や
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
お
手
播
き
を
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
植
樹
祭
で
は
初
め
て
木
の
利
活
用

を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
両
陛
下
が
お
手
植

え
の
際
に
使
っ
た
鍬く
わ

は
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
年
）に
石
川
県
の
河
北
郡
津
幡
町

の
石
川
県
森
林
公
園
で
開
か
れ
た
第
三
十
四

回
大
会
で
、
昭
和
天
皇
が
種
を
播
か
れ
た
ス

ギ
の
間
伐
材
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
。

　
本
大
会
で
は
多
く
の
市
民
が
大
会
準
備
に

関
わ
り
、
大
会
当
日
は
沿
道
で
の
両
陛
下
の
お

出
迎
え
と
お
見
送
り
に
参
加
し
た
。
ま
た
プ

ロ
ロ
ー
グ
や
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
演
目
で
は
、
多

く
の
出
演
者
が
心
を
合
わ
せ
た
演
技
を
行
っ

た
。
今
後
は
本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
豊
か

な
森
林
資
源
と
そ
の
活
用
の
知
恵
を
残
し
て

く
れ
た
先
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、
そ
の
資
源

を
活
用
す
る
た
め
の
人
材
育
成
と
産
業
の
発

展
に
力
を
注
い
で
い
く
。

第
六
十
六
回
全
国
植
樹
祭

天
皇
皇
后
両
陛
下
、
そ
し
て

す
べ
て
の
関
係
者
の
方
々
と
先
人
に
感
謝

憩いの森に移築されている国指定重要有形民俗文化財の「白山ろく西谷の民家」
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第
二
次
世
界
大
戦
後
す
ぐ
、
多
井
一
郎
さ
ん

の
父
が
小
松
市
の
木
場
潟
近
く
の
今
江
町
で
ブ

ド
ウ
栽
培
を
行
っ
た
の
が
多
井
ぶ
ど
う
園
の
始

ま
り
。
様
々
な
ブ
ド
ウ
の
苗
を
取
り
寄
せ
て
試

験
栽
培
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
現
在
一
・
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
土
地
で
約
四
十
種
類
の
ブ
ド
ウ
を
栽

培
す
る
。

　

県
内
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
や
ス
イ
カ
な
ど
の
果
樹

栽
培
は
、
主
に
日
本
海
に
面
し
た
水
は
け
の
良
い

砂
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
多
井
さ
ん
の

農
地
は
砂
地
で
は
な
く
土
。「
土
に
は
ミ
ミ
ズ
が

収穫間近のルビーロマン。多井ぶどう園
からルビーロマンが出荷されるのは八月
初旬。

左が多井一郎さん。右は息子の雅
まさのぶ

宣さん。二人とも
ルビーロマン研究会の理事を務める。

た
く
さ
ん
い
て
栄
養
が
豊
富
。
こ
の
土
壌
が
ブ
ド

ウ
の
木
の
成
長
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
木
場
潟

に
近
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
真
冬
で
も

霜
が
降
り
な
い
こ
と
も
ブ
ド
ウ
栽
培
に
は
良
い
の

か
も
し
れ
な
い
。」
と
多
井
さ
ん
。

　

か
つ
て
小
松
市
で
は
二
十
軒
ほ
ど
の
農
家
が
ブ

ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
た
が
、
一
時
は
四
、五
軒
に

ま
で
減
少
。
そ
れ
が
現
在
は
十
軒
に
ま
で
増
え
て

き
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
。

石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
赤
く
て
大

粒
の
ブ
ド
ウ
が
欲
し
い
」
と
い
う
ブ
ド
ウ
農
家
の

願
い
を
か
な
え
よ
う
と
、
十
四
年
の
歳
月
を
費
や

し
て
完
成
さ
せ
た
品
種
。
国
内
品
種
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
大
粒
で
ル
ビ
ー
の
よ
う
な
赤
色
。ジ
ュ
ー
シ
ー

で
酸
味
が
少
な
く
、
さ
わ
や
か
な
甘
味
が
特
徴
だ
。

去
年
の
金
沢
市
中

央
卸
売
市
場
の
初

競
で
過
去
最
高
の

一
房
五
十
五
万
円

の
値
が
つ
い
た
こ

と
で
も
全
国
的
に

話
題
に
な
っ
た
。

　

多
井
さ
ん
が
ル

ビ
ー
ロ
マ
ン
の

栽
培
を
始
め
た

の
は
石
川
県
が
苗

木
の
配
布
を
始
め

た
最
初
の
年
の

二
〇
〇
五
年
。
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
は
天
気
の
急
激
な

変
化
に
弱
く
、
水
の
管
理
な
ど
他
の
品
種
以
上
に

手
間
が
か
か
る
。
ま
た
厳
し
い
出
荷
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
規
格
外
品
と
な
っ
て
し
ま
う

率
が
高
く
、
以
前
は
合
格
率
は
三
十
％
ほ
ど
だ
っ

た
の
が
、
現
在
で
も
よ
う
や
く
四
十
％
ほ
ど
だ
そ

う
。
多
井
さ
ん
は
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
八
十
％
ほ

ど
ま
で
に
高
め
た
い
と
言
う
（
ち
な
み
に
他
の
品

種
は
、
規
格
外
品
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
）。

　

将
来
は
六
次
産
業
化
に
取
り
組
み
た
い
と
い

う
多
井
さ
ん
。
試
験
的
に
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
味
は
お
い
し
い
が
、
時
間
が
経
つ

と
ブ
ド
ウ
に
含
ま
れ
る
酒し
ゅ
せ
き
さ
ん

石
酸
と
い
う
成
分
が

カ
リ
ウ
ム
と
結
び
つ
き
食
感
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
そ
う
。
そ
ん
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

専
門
課
と
相
談
し
な
が
ら
商
品
開
発
を
進
め
て

い
る
。

　

多
井
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
お
い
し
い
ブ

ド
ウ
が
様
々
な
加
工
品
に
な
る
の
が
楽
し
み
だ
。
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こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
小
松

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
米
粉
食
パ
ン
や
、
小
松
産
大
麦
ベ
ー

グ
ル
な
ど
の
他
、
ハ
ー
ド
系
の
パ
ン
か
ら
惣
菜
パ
ン
、

タ
ル
ト
や
ケ
ー
キ
ま
で
五
十
品
以
上
の
商
品
が
並
ぶ
。

新
商
品
の
低
糖
質
、
高
食
物
繊
維
、
高
た
ん
ぱ
く
質
の

自
家
製
麺
も
人
気
。
常
に
お
客
さ
ん
目
線
で
商
品
開
発

を
続
け
る
B
I
K
K
E
。
一
度
食
べ
た
ら
フ
ァ
ン
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し
。

selfi sh color B
ビ ッ ケ
IKKE

素材にこだわる人気のパン屋
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小松市若杉町２丁目 84　 TEL.0761-21-0122

営業時間／ 8：00～ 19：00（日・祝は 8：00～ 18：00）
定休日：月曜・第３日曜

新幹線（北陸新幹線利用）　 3時間
新幹線（米原経由） ４時間
高速バス（八王子行き） ８時間50分

特急電車 ２時間10分
高速バス ４時間10分
車 3時間30分

特急電車 ２時間10分
高速バス 3時間10分
車 2時間30分

 ※ JRの時間は最速列車の場合です。

東
京

大
阪

名
古
屋

列車・バス・車で
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